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テーラー® オペレーター用使用説明書追加情報 
 

ご利用の機器に該当する場合、オペレーター用使用

説明書に以下の手順を追加してください。 

ビーター本体 
手順1 
ビーター本体を設置する前にスクレーバーブレードとクリップの

状態を点検します。 

スクレーパーブレードに摩耗や破損がないことを確認します。

スクレーパーブレードに傷や磨耗がある場合は、両方の刃を

交換してください。  

スクレーパーブレードのクリップが曲がっておらず、クリップ全体

の溝が均等であることを点検します。破損したクリップを交換

します。 

 
図1  

手順2 
ビーターシューズを設置する前に、傷、亀裂、および摩耗がな

いことを確認します。ある場合、ビーターシューズを取り替えま

す。 

フリーザードア本体 

手順1 
フリーザードアを設置する前に、ドアベアリング、ドアガスケット、

ドローバルブ、Oリング、及びドローバルブ孔内を含め、ドア本

体の全側面に傷、亀裂、摩耗がないことを確認します。破

損したパーツを交換します。 

ミックスポンプ本体 

ご利用の機器にミックスポンプが装備されている場合は、次

の手順に従います。 

手順1 
ゴムとプラスチックポンプのパーツを点検します。ポンプと機器

全体が正しく作動するためには、Ｏリング、チェックリング、およ

びガスケットが完璧な状態にあることが必要です。傷、切れ

目、穴などがあると、これらのパーツはその役目を完全に果た

すことができません。 

プラスチック製のポンプのパーツに亀裂、摩耗、デラミネーショ

ンが無いことを確認します。 

不完全なパーツは速やかに交換し、廃棄してください。 

消毒およびプライミングの手順 

重要！消毒液が冷凍シリンダーから完全に除去され、適切

なプライミング処理が完了するまでは、機器を自動（AUTO）

にすることはできません。この指示に従わないと、冷凍シリンダ

ーの損傷を招く恐れがあります。 

© 2015 Carrier Commercial Refrigeration, Inc. 
いかなる人物による本書のいずれの部分に対する無許可の複製、開示、コピーの配布も、米国およびその他の国の著作権違反となる可能性

があり、 高25万ドル（17 USC 504）の法定損害賠償、および民事処罰と刑事処罰の対象となることがあります。著作権所有。 
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セクション１  設置上の注意 

これらの装置は屋内での使用専用に設計されてい

ます。 

ウォータージェットを使用する場所にフ

リーザーを設置しないでください。この指示に従

わないと、感電により重症を負う恐れがあります。 

 
給排水の接続(水冷式の場合のみ) 

十分な量の冷水が手動のシャットオフバルブ(遮
断弁)を通して使用可能であることが必要です。

接続を簡単にできるようにベースパンの下部後

方に 2 つの 3/8 インチ IPS 給・排水用コネクショ

ンが付いています。内径 1/2 インチの給排水ホー

スを装置につなぎます(地域の条例で認められて

いれば柔軟性のあるホースが望ましい)。地域で

供給されている水道水の状態によっては、自動給

水弁に異物の詰まりを防ぐためストレーナーを

取り付けるのが望ましいかもしれません。給水・

排水のコネクションは一つずつあります。手動式

のシャットオフバルブを排水弁に取り付けない

でください。排水は常に自動給水弁を通し、次に

コンデンサー、 後に排水弁を通し防臭排水溝に

送る必要があります。 

空冷式ユニット 

モデル C708: 装置の両脇には 低 15.2㎝の空間

が必要ですが、背面では空間を必要としません。 
 
モデル C716: 装置の各側面で 低 7.6 cm の空

間を要します。 
 
この間隔により、コンデンサーの周りに十分な空

気の流れを与えることができます。十分な空間が

ないと、フリーザーの冷蔵能力が低下する可能性

や、コンプレッサーに致命的な損傷を来たす恐れ

があります。 
 

電源の接続 

各フリーザーのデータラベル毎に電源が一つ必

要です。必要なヒューズ、電流容量、電力仕様に

ついてはデータラベルを参照してください。正し

い電源接続についてはコントロールボックス内

の配線ダイアグラムを参照してください。 
 
この装置は米国電気工事規定(NEC)、ANSI/NFPA 
70-1987に基づいて設置するよう設計されていま

す。この NEC 規定の目的は電気の使用に関わる

危険から人や財産を保護することです。この規定

には安全上必要と考えられる条項が含まれます。

規定に従い正しくメンテナンスを行えば、設置作

業は安全なものとなるはずです。 
 
米国外では地域で定められたガイドラインに従

って設置してください。詳細に関しては該当地域

の機関にお問い合わせください。 
 
固定装置が電源コードとプラグ、または電源から

装置を遮断するための他のデバイスを使わない

場合には、 低 3 mm の外周空間の余裕と全電極

を遮断するデバイスの使用が必要です。 

警告：これらの機種は正しくアースして

お使いください。これを守らないと電気ショック

による重大な人身事故の恐れがあります。 
 

ビーターフレームの回転は正面から見て時計回

りであることが必要です。 

注：以下の手順は必ず経験豊富なサービ

ス担当者により行ってください。 
 

３相式装置のビーターフレームの回転を直すに

は、メインターミナルブロックでいずれか 2 本の

配電線を入れ替えます。 
 
単相式装置のビーターフレームの回転を直すに

は、ビーターモーター内のリード線をつなぎ換え

ます(モーター上に貼られた図を参照)。 
 
電源の接続は以下の場所にあるメインコントロ

ールボックス内のターミナルブロックで直接行

います。 
C708 - 背面パネルの裏 
C716 - 下部正面パネルの裏 
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セクション 2  オペレーターの方へ 

 

これらのフリーザーは、入念な研究開発・生産体

制により高い操作信頼性を得ています。 

 

さらに該当機種は適切に操作・管理するかぎり安

定した高品質の製品を供給します。他機種と同様、

これらの該当機種も清掃とメンテナンスが必要

です。本マニュアルで説明されている操作手順に

正確に従う限り、手入れは簡単に行うことができ

ます。 

 

該当機種の操作やメンテナンスを実施する前に

このオペレーターマニュアルをお読みください。 

 

該当機種の組み立てや製品の注入過程で生じた

エラーは、運転開始後には自然に解消されません。

したがって 初の組み立て作業とプライミング

の手順が大変重要になります。装置の組み立て及

び分解を担当するスタッフは、適切な技能を身に

つけ操作手順に関して誤解を持たないよう、これ

らの作業を同時に習得することをお勧めします。 

 

技術上のサポートが必要な場合は地域のテーラ

ー代理店にご連絡ください。 

容器に×マークがかかったマークが製品に

貼られている場合は、EU 指令および 2005 年８

月１3 日後有効のその他の類似した法令に準拠し

ていることを示します。 

 

使用者は製品を地域の法令により指定された適

切な回収施設に運び、処理する責任を持ちます。 

 

該当する地域の法令に関する詳細情報は、地域の

施設および 寄りのテーラー代理店までお問い

合わせください。 

 

コンプレッサー保証について 
該当機種に搭載の冷却コンプレッサーは、保証書

に記載の期間に限り保証の対象となります。しか

しモントリオール議定書や 1990 年米国大気浄化

修正条項を受けて新しいタイプの冷媒ガスが数

多く試験・開発され、サービスに使われるように

なっています。これら新商品の中には、さまざま

な機種に対応する代用品として宣伝されている

ものもあります。該当機種の冷却システムに対す

る通常のサービスに際して、付属のデータラベル

に記載されている種類の冷媒だけが使用できる

ということにご注意ください。許可なく代用品の

冷媒ガスを使用した場合、コンプレッサーの保証

は無効になります。雇用主の責任において全従業

員に対しこの重要性を強調してください。 

 

さらに、テーラー社は装置で使われる冷媒ガス自

体は保証しないことにご留意ください。例えばこ

の装置に対する通常のサービスの過程で減少し

た冷媒に関して、テーラー社は有償・無償に関わ

らず代替品を提供する義務を負いません。コンプ

レッサーの保証期間である 5 年間内に本来の冷

媒ガスが使用禁止、製造中止、あるいは何らかの

理由で入手不可能になった場合、テーラー社は適

切な代替品を推薦する義務を負います。 

 

テーラー社は今後も引き続き業界の動向を注視

し、新たに開発された代替品のテストを行う予定

です。弊社の行ったテストの結果、新たな製品が

代替品として認められることが証明された場合

は、上記の免責条項は無効となります。お使いの

装置のコンプレッサーの保証に関わる代替品の

状況については、地域のテーラー代理店またはテ

ーラー本社へお問い合わせください。その際当該

装置の型式及びシリアル番号をご用意ください。 
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セクション 3  セーフティ 

 

テーラー社はオペレーターの方がフリーザーや

パーツを操作する際の安全を常に念頭におき、多

大の努力を払いオペレーターやサービステクニ

シャンの方々を危険から守るための安全装置の

設計・生産を行ってきました。この例としてフリ

ーザーに貼られた警告ラベルにより、オペレータ

ーの方に安全上の注意点をお知らせしています。 

重要：以下に掲げる安全上の注意点に従

わないと重大な人身事故の危険があり、また装置

や部品の故障の可能性もあります。部品の故障は

交換・修理費用等の出費につながります。 
 

安全に操作するために： 
 

フリーザーの操作を行う前に必ずこのマ

ニュアルをお読みください。これを守らないと機

器の損傷、性能の劣化、身体上の危険、及び人身

事故の恐れがあります。 

 
• フリーザーの操作を行う前に必ず正しく

アースしてください。 

• フリーザーに付属のデータラベルに記載

されたものより大きいヒューズを使用し

ないでください。 

• フリーザーの修理を行う場合は必ず事前

に主電源を切ってください。 

これらの指示に従わないと、感電死や機器の損傷

を招く恐れがあります。担当の電気技師にお問い

合わせください。 

フリーザーの清掃や洗浄にウォータージ

ェットを用いないでください。これを守らないと

感電により重症を負う危険があります。 

 

 
• 訓練を受けていないスタッフに装置の操

作をさせないでください。 
• フリーザーを操作する前にすべてのパネ

ルとドアがネジ止めされていることを確

認してください。 
• フリーザードア、ビーターフレーム、ス

クレーパーブレード、およびドライブシ

ャフトを取り外す前に電源スイッチを

OFF の位置にしてください。 
• 製品の注入・放出のための開口部に物体

や指を入れないでください。 
これを守らないと製品の汚染や作動パーツによ

る人身事故の恐れがあります。 

このフリーザーは平坦な場所に設置してく

ださい。これを守らないと人身事故や装置の損傷の

恐れがあります。 

ビーターフレームを取り外す際は細心の

注意を払ってください。スクレーパーブレードは大

変鋭利であり怪我の危険があります。 

 
空気の吸入・排気口を塞がないようにしてくださ

い。 
C708: 装置の両脇には 低 15.2 ㎝の空間が必要

ですが、背面では空間を必要としません。 
C716: 装置の全側面で 低 7.6 mm の空間を要し

ます。 
この指示を怠ると、稼動効率の低下や機器に損傷

を起こす恐れがあります。 
 
このフリーザーは屋内の気温 21~24°C(70-75°F)程
度の環境で使用するように設計されています。性能

に影響はでるものの、気温 40°C(104°F)下でも運転

できたというデータもあります。 
 

騒音レベル：空気伝播騒音は装置表面から 1 メー

トル、床上 1.6 メートルの位置で 78dB を超えませ

ん。 
 



モデル C708 ＆ C716 4 パーツの説明 

セクション 4  パーツの説明 

モデル C７０８ 

 
図１ 

 

番号 名称 パーツ番号

1 左側パネル 056963 

2 ドリップパン 11-5/8 長 027503 

3 ホッパーカバー留めネジ 
CVR 

043934 

4 ホッパーカバー*黒 053809-1 

5 アジテーターブレード X56591 

6 簡易ミックスポンプ X57029-14 

7 背面パネル 056077 

8 ドリップパン 5 ½”長 X56074 

番号 名称 パーツ番号

9 ネジ –1/4-20x3/8 
RHM-STNLS 

011694 

10 右側パネル（R) X57871 

11 上正面パネル X59423 

12 下正面パネル X56955 

13 ノーズコーンスタッド 055987 

14 ドリップトレーシェルフ 056076 

15 ドリップトレー 056858 

16 はねよけ 049203 
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モデル C７１６ 

 
図２ 

 

番号 名称 パーツ番号

1 ホッパーカバー 053809-1 

2 アジテーターブレード X56591 

3 背面パネル 059916 

4 ドリップパン 7.875 059737 

5 簡易ミックスポンプ X57029-14 

6 右側パネル 059907 

7 正面パネル X59920 

8 正面パネル X59836 

9 ドリップパン 12.5 059736 

10 エアフィルター-POLY-FLO 052779-11 

11 ルーバーフィルターパネル X59928 

番号 名称 パーツ番号

12 ネジ-1/4-20 X 3/8 RHM-SS  011694 

13 ディフレクター 059929 

14 ドリップ トレー-19-5/8 L X 
4-7/8  

033812 

15 ワイヤー製はねよけ-19-3/4 
L  

033813 

16 ドリップパン 19-1/2 長 035034 

17 ノーズスタッドコーン 055987 

18 ホッパーカバー用留めネジ 
CVR  

043934 

19 左側パネル  059906 
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モデル C708 単一放出口ドアとビーターの組み立て 
     

 
図３ 

 

 

番号 名称 パーツ番号 
10 正面シューかき刃*正面* 050347 

11 ビーター -3.4QT-1 PIN  X46231 

12 プラスチック スクレー

パーブレード  

046235 

13 スクレーパーブレード 

クリップ 7.00  

046236 

14 ビーターシャフト  056078 

15 回転シャフトの封印材  032560 

16 スタッドナット-黒

3.250“ 

058765 

17 Ｏリング-1/4 OD 

X .070W 50  

015872 

18 調整ネジ-5/16-24  056332 

番号 名称 パーツ番号 
1 ドローハンドル-溶接  X56246 

2 スタッドナット-黒 2.563“  058764 

3 バッフル付きドア X57332-SER

4 ドローバルブ X55820 

5 ドローバルブOリング-S.S. 014402 

6 ハンドルピン-SS  055819 

7 ドアガスケット HT  

4”-DBL  

048926 

8 シュー正面ベアリング  050348 

9 正面シューかき刃*背面* 050346 
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モデル C716 ドアとビーターの組み立て 

 

 

番号 名称 パーツ番号 
1 溶接ドローハンドル X56421-1 

2 スタッドナット-黒

3.250“長  

058765 

3 スタッドナット*黒

2.563“長 

058764 

4 ドア-3SPT*HT*LG BAF  X59923-SER 

5 ツインハンドルピン 059894 

6 ドアガスケット HT 4”-ダ

ブル  

048926 

7 Ｏリング -7/8 OD 

X .103W  

014402 

8 ドローバルブ X59888 

9 ドローバルブ *中央 X59890 

10 正面シューかき刃*正面* 050347 

番号 名称 パーツ番号

11 シュー正面ベアリング  050348 

12 正面シューかき刃*背面* 050346 

13 プラスチックス クレー

パーブレード 8-1/8L  

046235 

14 スクレーパーブレード 

クリップ 7.00”  

046236 

15 ビーター.-3.4QT-1 PIN  X46231 

16 ビーターシャフト  032564 

17 回転シャフトの封印材  032560 

18 Ｏリング -1/4 OD 

X .070W 50  

015872 

19 調整ネジ-5/16-24  056332 

図４ 
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X57029-XX ポンプ - ミックス簡易（モデル C708） 

9

14

15

8

8

1

2

4

6

7

4

13

3

5
10a

10b

10
SU

N
D

A
E

12
11

 
図５ 

 
 
 

番号 名称 パーツ番号 
9 ロッキングピン  044731 

10 ホッパーミックスポンプ

駆動シャフト  

X41947 

10a 駆動クランク  039235 

10b 駆動シャフト  041948 

11 Ｏリング – 駆動シャフ

ト  

048632 

12 Ｏリング 1-3/4”  008904 

13 ミックスポンプ留めクリ

ップ  

044641 

14 注入ホッパー ソフト用

チューブ  

X56521 

15 チェックリング.120 OD  056524 
*注：標準ポンプ x57029-xx は a -14 です。キャ

ップ(056874-xx)を、使用可能な 1 から 20 までの

キャップと交換することによりオーバーランの量

を調整できます。数値が大きいほどオーバーラン

の値が高くなります。 
 

番号 名称 パーツ番号 
1–7 ソフト側ミックス簡易ポ

ンプ組立部 

X57029-14* 

1 ソフト用ホッパーポンプ 

シリンダー 

057943 

2 留めネジ X55450 

3 ピストン  053526 

4 Ｏリング 2-1/8” OD – 赤  020051 

5 バルブキャップ  056874-14* 

6 ガスケット - 簡易ポンプ

バルブ  

053527 

7 ミックス注入口アダプタ

ー  

054825 

8 Ｏリング - 11/16 OD -赤 016132 
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X57029-XX ポンプ - ミックス簡易（モデル C716） 
 

 
図６ 

 
 

番号 名称 パーツ番号 

9 ロッキングピン  044731 

10 ホッパーミックスポンプ

駆動シャフト  

X41947 

10a 駆動クランク  039235 

10b 駆動シャフト  041948 

11 Ｏリング – 駆動シャフ

ト  

048632 

12 Ｏリング 1-3/4”  008904 

13 ミックスポンプ留めクリ

ップ  

044641 

14 チェックリング.120 OD  056524 

15 左フィードチューブ X59808 

16 右フィードチューブ X59809 
*注：標準ポンプは X57029-XX IS –14 です。

キャップ(056874-xx)を使用可能な 1 から 20 ま

でのキャップと交換することによりオーバー

ランの量を調整できます。数値が大きいほどオ

ーバーランの値が高くなります。 
 

番号 名称 パーツ番号

1–7 ソフト側ミックス簡易ポ

ンプ組立部 

X57029-14*

1 ソフト用ホッパーポンプ 

シリンダー 

057943 

2 留めネジ X55450 

3 ピストン  053526 

4 Ｏリング 2-1/8” OD – 赤  020051 

5 バルブキャップ  056874-14* 

6 ガスケット - 簡易ポンプ

バルブ  

053527 

7 ミックス注入口アダプタ

ー  

054825 

8 Ｏリング - 11/16 OD – 赤  016132 
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付属品 

       
図 7 

  
番号 名称 パーツ番号 

1 消毒液-KAY 5 ケース 
125  

041082 

2 Ｏリング取り外しツー

ル  
048260-WHT

3 ホッパーポンプ ドライ

ブ シャフト ツール 
0457167 

4 テーラー潤滑油 
HI-PERF  

048232 

番号 名称 パーツ番号 
5 ミックス容器 10 QT.  013163 

* 調整用セット(C708)  X56085 

* 調整用セット(C716)  X49463-82 

* パーツトレイ  セット

(C708)  
X57797 

* パーツトレイ  セット

(C716)  
X58449 

*図に示されていません。 
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ブラシセット X44127 

 
図８ 

 

番号 名称 パーツ番号  番号 名称 パーツ番号

1 背面シェルブラシ 013071  5 トッピングポンプブラシ 033059 

2 ダブルエンドブラシ 013072  6 シロップブラシセット(3) 050103 

3 ホワイトナイロンブラシ 013073  7 シロップポートブラシ 039719 

4 ドローバルブブラシ 014753  8 シリンダーブラシ 023316 

    9 トッピングポンプブラシ 054068 
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セクション 5 重要：オペレーターの方へ 

 

C708        C716 
 

 

図９ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

番号 名称 
1 電源スイッチ 

2 液晶画面 

3 キーパッド 

4 ミックス切れインジケーター 

5 スタンバイ インジケーター 

6 ミックス不足インジケーター 

7 選択キー 

8 サービスメニューキー 

9 分解洗浄カウンター 

10 矢印キー 
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記号の説明 
 

海外のオペレーターの方たちが使いやすいよう、多

くの操作スイッチ、機能、エラーインジケーターに

は名称の代わりに機能を表示する記号がついてい

ます。テーラー社の装置はこれらの世界標準記号を

使います。 

 

以下のチャートに各記号の意味を示します。 

 

= SELECT  

選択 

 

= UP ARROW  

上向き矢印 

 

= DOWN ARROW  

下向き矢印 

 

= AUTO 

自動  

 

=  HEAT CYCLE  

加熱サイクル 

 

= WASH  

洗浄 

 

= MIX LOW  

ミックス不足 

 

= MIX OUT  

ミックス切れ 

 

= MENU DISPLAY  

メニュー表示 

 
 
 

= MIX PUMP  

ミックスポンプ 

= STANDBY 

スタンバイ  

 

 

電源スイッチ 
 

電源スイッチを ON にするとコントロールパネル

が操作可能になります。 

 

蛍光ディスプレイ 
 

蛍光ディスプレイはフロントコントロールパネル

にあります。通常の運転中ディスプレイには何も表

示されません。ディスプレイの役割はメニューのオ

プションを表示することと、エラーが生じた場合に

オペレーターに知らせることです。国際モデルでは

ディスプレイは各ホッパー内のミックスの温度を

表示します。 

 

インジケーターライト 
 

MIX LOW - MIX LOW の記号 が点灯したときは、

ミックスホッパー内のミックスの量が少なくなっ

ており、至急補充が必要であることを示しています。 

 

MIX OUT - MIX OUT 記号 が点灯したときはミッ

クスホッパーがほとんど空になっており、フリーザ

ーの運転が困難な状態であることを示しています。

この時点では AUTO モードにすることはできず、

フリーザーは STANDBY モードになります。運転

を再開するにはミックスホッパーへミックスを追

加し、AUTO キー を押してください。フリーザー

は自動的に運転を開始します。 
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HEAT MODE – HEAT MODE 記号 が点灯したと

きフリーザーは加熱サイクルに入っています。 

 

BRUSH CLEAN COUNTER – BRUSH CLEAN 
COUNTER の値が”1”になった時点で、24 時間以内

に装置を分解してブラシ洗浄する必要があります。 

 
リセット機能 
C708 のリセットボタンは左側のサービス パネル

に、C716 のリセットボタンは背面のサービスパネ

ルについています。リセット機能はビーターモータ

ーへの過負荷を防ぐためのものです。過負荷（オー

バーロード）が発生するとリセットメカニズムが作

動します。フリーザーを正しくリセットするには電

源スイッチを OFF にしてからリセットボタンをし

っかり押します。次に電源スイッチを ON にします。

WASH キー を押してフリーザーの動きを見ます。 

警告：リセットボタンを金属の物体で押さ

ないでください。これを守らないと怪我や死亡事故

につながります。 

 

ビーターモーターの回転が正常なら WASH キー

を押し運転を止めます。次に AUTO キー を押し

通常の運転を再開します。フリーザーが再び停止し

た場合、サービスへ連絡してください。 

 

エア/ミックスポンプリセット機能 
リセット機能はポンプの過負荷を防ぎます。過負荷

(オーバーロード)状態になるとリセット機能がは

たらきます。ポンプをリセットするにはリセットボ

タンを強く押します。 

警告：リセットボタンを金属の物体で押さ

ないでください。これを守らないと怪我や死亡事故

につながります。 

 

調節可能ドローハンドル 
これらの機種には調節可能ドローハンドルが備わ

っており、流量調節機能により製品の質を高く保ち

コストを抑えます。ドローハンドルは 10 秒間に

5~7.5 オンス(142~213 グラム)の量の製品を抽出す

るように調節します。抽出のスピードを上げるには

調節ねじを時計回りに回します。抽出のスピードを

下げるにはねじを時計と反対回りに回します 

(図１０参照)。 

         

+
-

10354

 

図１０ 

 

操作画面の説明 

 

コントロールパネル中心部にある蛍光ディスプレ

イは、装置の通常の運転中は何も表示しません。

SEL キーやマネージャーメニューを選択するとデ

ィスプレイが作動します。ディスプレイにはオペレ

ーターに特定のエラーの発生を知らせる役割もあ

ります。 

 

注：このセクションにおける図は、モデル 

C708/C709 を参考にしています。C716/C717 モデ

ルはこれらと少し異なります。 

 

主電源を入れる（初期化） 
 

初期化シーケンス中の７セグメントにおける表示

は「00」です。 

 

装置がオンになるとコントロールシステムがシス

テムのチェックを行うために初期化を開始します。

画面には INITIALIZING と表示されます。システム

は LANGUAGE(言語)、SYSTEM DATA(システムデ

ータ)、CONFIG DATA(設定データ)、及び

LOCKOUT DATA(遮断データ)の 4 種類のデータを

確認します。 
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言語初期化 

UVC プラットフォームは、電池バックアップ装備

の RAM で特有の文字列を保持することにより複

数の言語に対応します。入力後または CPU リセッ

ト後、言語の文字列が破壊されず存在することを確

認するために文字列のテストが行われます。文字列

が破壊されていないことを確認した後、初期化が継

続します。問題があった場合、オペレーターが言語

を選択するように指示が表示されます。言語文字列

の状況を確認中に、以下の画面が表示されます。 

 

注: 言語初期化のエラーがあると、装置は初期化シ

ーケンス前に言語選択を強制します。標準メニュー 

LED がメニューにあるかのように点灯します。言

語が選択されていると装置はオフになり、他の言語

初期化エラーがない限り言語の選択を求めません。

製造元によるデフォルト言語は英語です。 

 

システムデータ 

システムデータはメモリにおける他のデータとは

別に保護されています。 

システムデータには装置のモード、遮断状態、販売

数カウンター、エラーコードなど頻繁に変動する要

素が含まれます。システムデータの確認中、以下の

画面が表示されます。 

 

システムデータが破損していると装置はオフに設

定され、販売数カウンターが０にとなり、エラーが

消去されます。SYSTEM CRC ERR エラーが設定

され VFD に表示されます。確認(SEL キー) が必

要となります。 

 

設定データ 

設定データはメモリにおける他のデータと別で、オ

ペレーターとサービスメニュー経由で入力される

情報です。設定データの確認中に以下の画面が表示

されます。 

 

設定データが破損していると、すべてのユーザーと

サービス設定がデフォルト設定に戻ります。

“CONFIG CRC ERR” エラーが設定され VFD に

表示されます。システムは以前のモードのまま操作

を継続しますが、設定はデフォルトに戻ります。 

 
遮断データ 

遮断データはメモリにおける他のデータとは別に

保護されています。遮断データの確認中、以下の画

面が表示されます。 

 

遮断データが破損していると、すべての遮断履歴が

消去され、LOCKOUT CRC ERR エラーが表示さ

れます。 

 

メモリの完全性をテストした後、安全モード タイ

ムアウト画面が表示されます。 

 
加熱サイクルのデータ 

加熱サイクルのデータに対する確認はメモリにお

ける他のデータと別に行われます。各加熱サイクル

の記録に対して破損状況のモニターが行われてい

ます。加熱サイクルの開始時に次の加熱サイクルデ

ータ記録が消去され、過熱サイクルのデータが書き

込まれます。現在の加熱サイクルが 初の加熱サイ

クルの記録として HEAT CYCLE DATA のメニュ

ーオプションに表示されます。 
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記録へのアクセス時、加熱サイクルのデータ記録の

完全性が確認されます。現在これは HEAT CYCLE 

DATA のメニューオプション経由のみで行われま

す。(加熱サイクルデータの追加情報は、関連セク

ションをご覧ください。) 

システムが初期化されるとブラシ洗浄が必要な日

までの日数がコントロールパネルに表示されます。

60 秒経過後のアラームがなる時点または任意のキ

ーを押した時点で、SAFETY TIMEOUT 画面が表示

されます。 

 
電源を切る 

安全モードタイムアウトが完了し電源がオフにな

ると、以下の画面が表示されます。 

 
電源スイッチを入れる 

電源スイッチを ON にすると、コントロールパネル

のタッチキーが操作可能になります。蛍光ディスプ

レイは空白のままか、装置の洗浄が行われたことを

示します。 

 

国際モデルのみ： 
一部の国際モデルは、電源がオンの際に継続的に

ミックスホッパーの温度を表示します。 

 

制御が国際設定になっている場合、HEAT キーを

押すと次の画面が表示されます。 

 

矢印記号を上下させてカーソルを「ＹＥＳ」に合

わせます。加熱サイクルをただちに実行するには 

SEL キーを押します。  

 

注: 加熱モード操作を開始する前に、フリーザーは

AUTO（自動）または STANDBY（スタンバイ）で

あり、ホッパー内に十分なミックスがあることが必

要です。 

 

加熱サイクル 

コントロールパネルの HEAT 記号は熱殺菌処理サ

イクルの間点灯し続けます。画面には 2 種類の警告

メッセージが表示されます。ミックスの温度が

54.4°C(130°F)以下の間は DO NOT DRAW(製品を

出さない)のメッセージが表示されます。 

ミックスの

温度が 54.4°C(130°F) を超えている場合は、画面

に HOT PRODUCT(高温の製品)が装置内に入って

いるというメッセージが表示されます。 

 

 

加熱サイクル中は、製品を出したり装置を

分解したりしないでください。中の製品は高温・高

圧状態です。 

加熱サイクルでは、ホッパーとシリンダー内のミッ



モデル C708 ＆ C716 17 重要：オペレーターの方へ 

クス温度を 90 分以内に 66.1°C（151°F）まで上げ

る必要があります。 

 

加熱の段階が済むと装置はホールドの段階に入り

ます。ホールドの段階ではミックス温度は 低 30

分間にわたり 66.1°C（151°F）以上に保たれます。 

 

熱殺菌処理サイクルの 後は冷却段階です。この段

階では装置は 90 分以内にミックス温度を５°C 

(41°F)以下に下げる必要があります。 

 

熱殺菌処理サイクルが完了したら HEAT 記号の表

示は消え、装置は STANDBY モードに入ります

(STANDBY 記号が点灯します)。このとき AUTO ま

たは STANDBY のどちらも選択できます。 

 

衛生法により熱殺菌式フリーザーは毎日熱殺菌を

行い、また 2 週間に一度分解してブラシ洗浄を行う

こととされています。ブラシ洗浄とはマニュアルに

記載通りの通常の分解洗浄の手順です。この規則を

守らないとフリーザーはロックされ、AUTO 運転が

できなくなります。 

 

加熱殺菌処理サイクルが失敗すると、画面にはエラ

ーメッセージが表示され、フリーザーは STANDBY 

モードに戻ります。 

 

ブラシ洗浄サイクルの頻度（ 高日数）については

該当地域のガイドラインに必ず従ってください。

(ブラシ洗浄サイクル頻度の設定についてはマネー

ジャーメニューを参照してください。) 

 

 

フリーザーロック 
 

フリーザーロックにはハードロックとソフトロッ

クの 2 種類があります。ハードロックになったら装

置を分解洗浄する必要があります。ソフトロックの

場合は、分解洗浄を行うか再度熱殺菌処理サイクル

にするか、どちらかを選択することができます。 

 

 

ハードロック： 

ハードロックの原因として二つの可能性がありま

す。 

 

分解洗浄タイマーの指定時間の経過後、または加熱

サイクル中のサーミスターエラー発生の際にフリ

ーザーにハードロックがかかります。 

 

1 ブラシ洗浄サイクルタイムが作動すると次の画

面が表示されます。 

 

 

 

SEL キーを押すと、次の画面が表示されます。 

 

 

2 加熱殺菌処理中にサーミスター エラー（シリン

ダーまたはホッパー）が起こると次の画面が表示さ

れます。 

 

 

SEL キーを押すとハードロックの原因となったサ

ーミスターが表示されます。 
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ハードロックの状態で AUTO に入れようとする

と装置は STANDBY モードになり、下のメッセー

ジが表示されます。 
 

 

 

ハードロックの原因を示すメッセージを再度表示

するには、電源スイッチを 5 秒間 OFF にしてから

ON に戻します。ハードロックの原因を示す元のメ

ッセージが出ます。 

 

FREEZER LOCKED のメッセージは、分解洗浄の

要件が満たされるまで画面から消えません。画面の

5 分間タイマーを起動させるために分解が必要で

す。タイマーのカウントダウンが終了したらロック

は解除されます。 

 

ソフトロック 
24 時間以上連続して熱殺菌処理サイクルに入らな

いとソフトロックになります。ソフトロックの場合、

オペレーターはロックの原因を調べて解決するこ

とが可能です。再び加熱サイクルに入るか、分解洗

浄を行うか、どちらかを選択することになります。

ソフトロックのとき装置は STANDBY モードに入

っており、画面には下のメッセージが表示されます。

ソフトロックの原因が 2 行目に表示されます。 

 

 
 

ソフトロックになった原因が解決されていれば、

HEAT CYCLE キーを押すと装置はすぐに熱殺菌処

理サイクルに入ります。上のメッセージが表示され

ているときに BRUSH CLEAN キーを押すと装置は

ハードロックされ、分解洗浄が必要となります。 

ソフトロックの原因として画面の 2 行目に表示さ

れるメッセージは、以下の通りです。 

 

デンゲン スイッチ 
OFF 

電源スイッチが OFF

になっていた。 

ミックス ギレ ハッ

セイ 

ミックス切れ状態だ

った。 

AUTO/ スタンバイ 
OFF 

装置が AUTO または

STANDBY モードで

なかった。 

カネツサイクルガカ

イシサレテイナイ 

過去 24 時間以内に加

熱サイクルが開始し

な か っ た （ AUTO 

HEAT TIME の設定時

刻が遅れた、または加

熱サイクル開始時点

で停電が起こった）。

 
下の画面が表示されたら熱殺菌処理サイクル中に

ソフトロックが起こったことを示しています。 

 

 

ソフトロックは運転中にホッパーやシリンダーの

温度が 15°C（59°F）を超えた場合、連続して 1 時

間以上７°C（45°F）を超えた場合、あるいは連続

して 4 時間以上 5°C（41°F）を超えた場合にも起こ

ります。運転中に PRODUCT OVER 
TEMPERATURE(製品温度が上がりすぎ)の状態に

なったら、下の画面が表示されます。 

 

 

 

このようなメッセージが表示されたら、分解洗浄を

行うか熱殺菌処理サイクルを完了させるまではフ
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リーザーを AUTO で運転することはできません。 

熱殺菌をスタートさせてロックを解除すると

HEAT 記号が点灯し、下のメッセージが画面に表示

されます。 

         

 

BRUSH CLEAN キーを押して分解洗浄によりロッ

クを解除する場合、分解洗浄の要件が満たされるま

で FREEZER LOCKED のメッセージが画面に表示

されます。画面の 5 分間タイマーを起動させるには、

装置を分解する必要があります。タイマーの値が０

になるとロックは解除されます。 

 

 

 

ソフトロックの原因を示したメッセージを再度表

示するには、電源スイッチを OFF にして 5 秒間待

ち、それから電源スイッチを ON に戻します。ソフ

トロックの原因を示した元のメッセージが表示さ

れます。 

 

 
注：熱殺菌処理データと遮断の履歴をマネージャー

メニューで見ることができます。 

 

マネージャーメニュー 
 

マネージャーメニューでは、オペレーター機能を表

示します。メニューに入るにはコントロールパネル

の CONE の記号に指を触れます。ACCESS CODE
画面が表示されると矢印記号、SEL 記号、及び

CONE 記号が点灯します。 

 

図１１ 

マネージャーメニューでは矢印記号と SEL 記号が

メニューキーの役割をはたします。 

 

上向きの矢印-カーソル上の数値を増加し、文字画

面で上方向にスクロールします。 

 

下向きの矢印-カーソル上の数値を減少し、文字画

面で下方向にスクロールします。 

 

SEL-カーソルを右へ移動し、メニューのオプショ

ンを選択します。 

 

マネージャー メニューの表示には、２分間の時間

制限があります。マネージャー メニューの表示中

に２分間アクティビティがないと、表示はメインメ

ニューに戻ります。しかし現在の状況が表示されて

いる場合は上記は該当しません。 

 

注：装置はマネージャーメニューを選択した時と同

じモードで運転を続けます。ただしマネージャーメ

ニューが表示されているときは、コントロールキー

は点灯せず機能しません。コントロールキーがマネ

ージャーメニューで機能するのは CURRENT 
CONDITIONS 画面が表示されているときです。（現

在の状態セクションを参照） 

 

アクセスコードの入力 
 

ACCESS CODE 画面が出たら SEL キーを使い、カ
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ーソル上で 初のコード番号を選択します。正しい

数字を入力したら、SEL キーを押してカーソルを

次の数字の場所へ移動します。 

 

4 つすべての数字が表示されるまでアクセスコー

ド番号を入力し、SEL キーを押します。正しいア

クセスコードを入力すると、マネージャーメニュー

のリストが表示されます。 

 

間違ったアクセスコードを入力した場合は、SEL

キーを押すとメニュープログラムが終了します。 

         

 

図１２ 

 
マネージャーメニューオプション 
 

ARROW キーを使ってカーソルをメニュー間で上

下させてください。SEL キーによってメニューを

選択します。メニュープログラムを終了するには

EXIT FROM MENU を選択するか CONE キーを押

してください。 

 

以下のメニューオプションがマネージャーメニュ

ーで利用できます。 

 

EXIT FROM MENU 
RESET DRAW COUNTER 
SET CLOCK 

AUTO HEAT TIME 
AUTO START TIME 
STANDBY MODE 
BRUSH CLEAN CYCLE 
MIX LEVEL AUDIBLE 
FAULT DESCRIPTION 
LOCKOUT HISTORY 
HEAT CYCLE SUMMARY 
HEAT CYCLE DATA 
SYSTEM INFORMATION 
CURRENT CONDITIONS 
 
EXIT FROM MENU を選択するとマネージャーメ

ニューが終了し、コントロールパネル記号は通常の

運転時の状態に戻ります。 

 

SERVING COUNTER 画面は製品の抽出回数を確

認またはリセットするために使います。装置を分解

洗浄すると SERVING COUNTER は自動的にリセ

ットされてゼロになります。 

 

SEL キーを押して SERVING COUNTER をリセッ

トし、次の画面に進みます。上向き矢印キーを押し

てカーソルを YES へ移動し、SEL キーを押します。

サービングカウンターはリセットされてゼロにな

り、マネージャーメニューに戻ります。 

 

SET CLOCK オプションではコントロールクロッ

クの日時を調節できます。日付と時刻の調節を行え

るのはフリーザーを分解洗浄した後、AUTO あるい

は STANDBY モードに入れる前だけです。装置が

分解洗浄された状態でないときに SET CLOCK オ

プションを選択すると以下のメッセージが表示さ

れます。 
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日付や時刻を変更するときは SET CLOCK オプシ

ョンを選択します。上向き矢印を押して矢印を

EXIT から CHANGE へ移動し、SEL キーを押して

CHANGE オプションを選択します。 

         

 

カーソルを時間の位置に合わせて上向き矢印を押

し、時間を変更します。次に SEL キーを押してカ

ーソルを分の位置に合わせます。分を正しく入力し

たら SEL キーを押し、カーソルを月の位置に移動

します。 

         

 

 

正しい月、日、年を入力します。次に SEL キーを

押し DAYLIGHT SAVING TIME 画面に進みます。  

  

DAYLIGHT SAVING を有効にすると、コントロー

ルクロックは自動的に（米国）夏時間に調整されま

す。DAYLIGHT SAVING TIME を無効にするには下

向き矢印キーを押して矢印を DISABLE へ移動し

ます。次に SEL キーを押して新しい設定を有効に

します。 

 

AUTO HEAT TIME 画面では熱殺菌処理サイクルの

開始する時刻を設定できます。 

         

 

AUTO HEAT TIME を設定するには上向き矢印を押

し矢印を CHANGE の位置にします。次に SEL キ

ーを押します。画面には時刻が表示されカーソルが

時間の位置に移動します。 

         

 

矢印キーを押して望ましい設定になるまで時間を

増減します。次に SEL キーを押してカーソルを分

の位置に合わせ、分を設定し SEL キーを押して設

定を保存し、AUTO HEAT TIME 画面に戻ります。

SEL キーを押して画面を終了し、メニュー画面に

戻ります。 

 

AUTO START TIME オプションでは装置が自動的

に STANDBY モードから AUTO モードへ変更する

時刻を設定できます。プログラムされた時刻に

AUTO 運転を開始するには、装置は STANDBY モ

ードにあり、フリーザーロック状態でないことが必

要です。AUTO START TIME を無効にして手動で

AUTO に入れることもできます。 

         

 

AUTO START TIME を有効にするには上向き矢印

記号を押して矢印を ENABLE の位置に合わせます。

SEL キーを押して次の画面に進みます。 
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上向き矢印キーを押して矢印をCHANGEの位置へ

移動し、AUTO START TIMEをプログラムします。

SEL キーを押して次の画面に進みます。 

         

 

矢印キーを利用してカーソル上の時間を増減させ、

AUTO START TIME をプログラムします。次に

SEL キーを押してカーソルを進め、分設定をプロ

グラムします。さらに SEL キーを押して前の画面

に戻り、新たに設定された時刻の表示を確認します。

SEL キーを押して画面を終了し、メニュー画面へ

戻ります。 

 

STANDBY オプションでは長時間製品を販売しな

いときに手動で装置をスタンバイモードにできま

す。マネージャーメニューで STANDBY 画面を選

択します。SEL キーを押しスタンバイモードを有

効にします。マネージャーメニューになっていない

ときは STANDBY キー を押してスタンバイに

することができます。 

 

スタンバイモードを停止するにはマネージャーメ

ニューを終了し、AUTO モードを選択します。 

         

 

 

BRUSH CLEAN CYCLE オプションでは次回の分

解洗浄を行うまでの 大許容日数を設定できます。

分解洗浄のサイクル設定を変更できるのは、分解洗

浄の後から装置を AUTO または STANDBY モード

にする前の間だけです。 

 

装置が分解洗浄された状態でないときに BRUSH 
CLEAN CYCLE オプションを選択すると以下のメ

ッセージが表示されます。 

         

 

矢印キーを使って分解洗浄を行う間隔の日数を変

更します。SEL キーを押して設定を保存し、メニ

ュー画面に戻ります。BRUSH CLEAN COUNTER
に表示される日数が新しい設定に変わります。 

         

 

分解洗浄の間隔については常に法律で定められた

ガイドラインに従ってください。 

 

MIX LEVEL AUDIBLE オプションを有効にすると、

ミックス不足或いはミックス切れ状態を信号音で

知らせます。このオプションを選択すると以下の画

面が表示されます。 

         

 

 

このオプションを無効にするには上向き矢印キー

を押して矢印を DISABLE の位置にします。SEL
キーを押して設定を保存し、メニュー画面に戻りま

す。ホッパー内のミックスの量が減るとコントロー

ルパネルの MIX LOW 及び MIX OUT 記号が点灯し

ますが、信号音は鳴りません。 
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FAULT DESCRIPTION 画面ではフリーザーに何

らかのエラーが発生した場合、エラーの発生した

場所を表示します。何もエラーが発見されない場

合は下の画面が表示されます。 

         

 

SEL キーを押して次に検出されたエラーを表示

するか、他にエラーがない場合はメニュー画面に

戻ります。エラーが画面に表示されているときに

SEL キーを押すと、エラーの原因が解消されてい

る場合、メニュー画面に戻る際にエラーはクリア

されります。 

 

以下にエラーメッセージの種類とその対処法を示

します。 

 

NO FAULT FOUND-フリーザーに特にエラーは

見つからない。このメッセージ表示後は画面には

何も表示されない。 

 

BEATER OVERLOAD-電源スイッチを OFF の位

置にする。ビーターリセットキーを押し、電源ス

イッチを ON にして AUTO を再開する。 

 

HPCO COMPRESSOR-電源スイッチをOFFの位

置にする。そのまま 5 分間置き装置を冷却し、電

源スイッチを ON の位置にし AUTO で再開する。 

 

HOPPER THERMISTOR BAD*-電源スイッチを

OFF にする。ホッパーサーミスタープローブを交

換する。 

 

BARREL THERMISTOR BAD*-電源スイッチを

OFF にする。シリンダーのサーミスタープローブ

を交換する。 

 

*注: 不良サーミスタープローブの診断を行う上

で３つのコードが設定されています。プローブが

ショートした場合（抵抗が１オーム未満）、SHRT 

と表示されその場所が表示されます。プローブが

オープンの場合（抵抗が１メガオームを超える）、

OPEN と表示されます。実際のプローブの環境が

93°C (200 °F) を超える場合、各該当場所は画面で 
OVER と表示され、温度が範囲外であることを示

します。 

 
COMP ON TOO LONG - コンプレッサーの作動

時間が 11 分のタイマーを超えた。 
 

LOCKOUT HISTORY 画面では過去 40 回分のソ

フトロック、ハードロック、分解洗浄の日付、中

止された熱殺菌の履歴を表示できます。ページ番

号は画面右上部に表示されます。ページ１に前回

のエラーデータが表示されます。 

     

 

画面の 2 段目の行にエラーの起こった日付と時間

が表示されます。3 段目の行にはエラーの原因、

または分解洗浄が成功したことを示すメッセージ

が表示されます。ある種のエラーには複数の原因

があります。このような場合はそれぞれの原因に

ついてページが作られます。 

 

矢印キーを使って画面を前後に移動します。以下

に画面に表示されるメッセージを示します。 

 

 

熱殺菌処理サイクルの開始時に起こるエラー 
 

POWER SWITCH OFF-電源スイッチが OFF にな

っていた。 

 
AUTO OR STBY OFF-AUTOまたはSTANDBYモ

ードになっていなかった。 

 
MIX OUT FAILURE-ミックス切れ状態だった。 
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NO HEAT CYCLE TRIED-AUTO HEAT TIMEが前

回の加熱サイクルより 24 時間以上後の時刻に設

定されていた。 

 
ヒートモード中に起こるエラー 
 

HEAT MODE FAILURE- 長許容加熱モードが90

分を超えた。 

 
COOL MODE FAILURE- 長許容冷却モードが

90 分を超えた。 

 
TOTAL TIME FAILURE- 長許容加熱サイクルが

4 時間を超えた。 

 
BRUSH CLEAN TIMEOUT- 長許容操作日数が

分解洗浄設定を超えた。 

 
POWER SWITCH OFF-加熱サイクル中に電源ス

イッチが OFF になった。 

 
POWER FAIL IN H/C-加熱サイクル中に停電が起

こった。 

 
MIX LOW FAILURE-加熱サイクルに必要な量の

ミックスがホッパーに入っていない。 

 
BEATER OVLD H/C-ビーターモーターに過負荷

がかかった。 

 
BRL THERM FAIL-シリンダーのサーミスターセ

ンサー異状。 

 
HOPPER THERM FAIL-ホッパーのサーミスター

センサー異状。 

 
HPCO H/C-加熱サイクル中に高圧スイッチがオ

フになった。 

 

AUTO モード中に起こるエラー 
 

HPR>41F(5C)AFTER 4HR-ホッパー内のミック

ス温度が 4 時間以上にわたって 5°C（41°Ｆ）度を

超えた。 

 
BRL>41F(5C)AFTER 4HR-シリンダー内のミッ

クス温度が 4 時間以上にわたって 5°Ｃ（41°Ｆ）

を超えた。 

 
HPR>41F(5C)AFTER PF-ホッパー内のミックス

温度が停電後 4 時間以上にわたって 5°Ｃ（41°Ｆ）

を超えた。 

 
BRL>41F(5C)AFTER PF-シリンダー内のミック

ス温度が停電後 4 時間以上にわたって 5°Ｃ（41°

Ｆ）を超えた。 

 
HPR>45F(7C)- AFTER １HR ホッパー内のミッ

クス温度が 7°Ｃ（41°Ｆ）を超えた。 

 
BRL>45F(7C)- AFTER １HR シリンダー内のミ

ックス温度が 7°Ｃ（41°Ｆ）を超えた。 

 

HPR>59F(15C)-ホッパー内のミックス温度が 15°

Ｃ（59°Ｆ）を超えた。 

 

BRL>59F(15C)-シリンダー内のミックス温度が

15°Ｃ（59°Ｆ）を超えた。 

 

HEAT CYCLE SUMMARY 画面では前回の加熱サ

イクルからの経過時間、製品温度が 65.5°Ｃ（150°

Ｆ）を超えてからの経過時間、及び前回の分解洗

浄後の加熱サイクルの完了回数が表示されます。 

         

 

HEAT CYCLE DATA 画面には 高 366 回分の加

熱サイクルの記録が表示できます。 も新しい加

熱サイクルのデータが 初に表示されます。各加

熱サイクル記録は 3 画面から構成されます。 初

の画面は加熱サイクルの月日、開始時刻と終了時
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刻、およびエラー内容を表示します。 下行は該

当加熱サイクルの所要時間と、加熱サイクル中

(POWER FAILURE IN HC)に停電が起こったかど

うかを表示します。 

 

次のページに進むには上向き矢印を、前のページ

に戻るには下向き矢印を使います。 

 

ホッパーとシリンダーにより、フリーザーの両側

の温度は２、３画面目に表示されます。２画面目

はフリーザーの左側に関する情報を表示します。 

 

３画面目はフリーザーの右側に関する情報を表示

します。 

 

これらの画面の１行目は熱殺菌処理サイクルの

後に記録したホッパー(H)とシリンダー(B)の温度、

およびフリーザーの左右どちらかの記録かを表示

します。 

 

それ以降の行は以下を示します。 

 

HEAT = ホ ッ パ ー (H) と シ リ ン ダ ー (B) が

66.1°C(150.9°F)に到達するまでの時間。 

 

OVER = ホ ッ パ ー (H) と シ リ ン ダ ー (B) が

65.6°C(150°F)を超えた合計時間。 

 

COOL =冷却フェーズ中にホッパー(H)とシリン

ダー(B)が 5°C(41°F)を超えた合計時間。 

 

PEAK =加熱サイクル中にホッパー(H)とシリンダ

ー(B)が到達した 高温度。 

 

 

HEATの時間は各ゾーンが66.1°C(150.9°F)に到達

するまでにかかった時間を示します。各ゾーンと

も 低 35 分間の間 65.6°C(150°F)を超えている

ことが必要です。 

 

次のページに進むには上向き矢印を、前のページ

に戻るには下向き矢印を使います。エラーが発生

すると一画面目に「HEATER CYCLE FAILURE」

のメッセージが表示されます。 

 

以下は２行面に表示されるエラーコードです。 

HT HEAT TIME FAILURE  

ミックスの温度が９０分以内に 

66.1°C(150.9°F)に到達しなかった。

CL COOL MODE FAILURE  

ホッパーと冷凍シリンダーの温度 

が 90 分以内に 5°C(41°F)未満まで

下がらなかった。 

TT TOTAL TIME FAILURE  

加熱殺菌処理サイクルを４時間以 

内に完了する必要がある。 

ML MIX LOW FAILURE  

加熱フェーズや冷却フェーズ時間 

が超過し、ミックス切れ状態となっ 

た。 

MO MIX OUT FAILUREA  

加熱サイクルの開始時まはた途中 

でミックス切れ状態が検出された。 

BO BEATER OLVD IN HC  

加熱サイクル中にビーターオーバ 

ーロードが発生した。 

HO HPCO IN HEAT CYCLE  

加熱サイクル中にコンプレッサー 

の圧力が上がりすぎ、サイクルが止

まった。 
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PF POWER FAILURE IN HC  

電源障害により加熱フェーズ、冷却

フェーズ、合計サイクル時間が 長

許容時間を超えた。電源障害が発生

しても、加熱殺菌処理サイクルに問

題がない場合は、画面の３行目に星

印（*）が表示される。 

OP OPERATOR INTERRUPT  

サービスメニューの OPERATOR 

INTERRUPT オプションで加熱サ 

イクルが中断した。 

PS POWER SWITCH OFF  

加熱サイクル中に電源スイッチが 

「ＯＦＦ」になった。 

TH THERMISTOR FAILURE  

サーミスターセンサーで障害が発 

生した。 

PD PRODUCT DOOR OFF  

製品のドアが完全に閉まっていな 

い。 

 

SYSTEM INFORMATION は3 種類の画面で表示

されます。 初の画面は装置に使用されているコ

ントロールとソフトウェアのバージョンを表示し

ます。 

 

SEL キーを押してソフトウェア言語を表示する

システムインフォメーション画面に進みます。 

 

SEL キーを押して 3 番目のシステムインフォメ

ーション画面に進み、装置の BOM 番号とシリア

ル番号を表示します。もう一度 SEL キーを押す

とメニューリストの画面に戻ります。 

 

CURRENT CONDITIONS 画面では両側の装置作

動中の粘度値とホッパー、およびシリンダー温度

が表示されます。 

 

CURRENT CONDITIONS ではメニュー画面の中

で唯一コントロールパネルキーを通常通りに戻す

メニュー画面です。このオプション選択時にはメ

ニューキーが点灯していませんが、すべてのパネ

ルタッチキーが機能しています。CURRENT 

CONDITIONS 画面を終了し、メニュー画面に戻

るには SEL キーを押します。 
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セクション 6  操作手順

 
 

C708モデルは１つのホッパーにミックスを貯蔵

し、冷却シリンダーの容積は3.2リットルでフリー

ザードアには１つの放出口があります。C716はミ

ックスを２つのホッパーに貯蔵し、シリンダーの

容器は3.2リットルでフリーザードアには３つの

放出口がついています。 

ここではモデル C708 を例にとり詳細な操作手

順を記述しました。モデル C716 冷凍シリンダ

ーの該当する個所についても同様の手順を行な

ってください。 

 

ここでの説明は、前夜分解洗浄して乾かしてある

部品を朝に組み立てるところから開始します。 

 

ここでは部品を組み立ててフリーザーに取り付

け、殺菌し、フリーザーに新鮮なミックスを入れ

てプライミングし、製品を準備するまでの手順を

説明します。 

 

初めて装置の分解をする場合、またはそれに関す

る説明が必要な場合はマニュアルの「分解」のセ

クションをご覧ください。 

 

 

 

シリンダーの組み立て 
 

注：部品にルーブを塗布する場合は認可済みの食

品装置用ルーブを使用してください。 

作業前にコントロールスイッチが OFF

の位置にあることを確認してください。これを守

らないと装置部品の作動のため大怪我の恐れが

あります。 

 
 

 
ステップ 1 
ドライブシャフトを取り付ける前にシャフトの

みぞにルーブを塗布します。 

 

ステップ 2 

シャフトシールをドライブシャフトの細い方の

先端から通し、シャフトのみぞにはめます。 

 

ステップ 3 

シャフトシールの内側にたっぷりとルーブを塗

り、シールの背面シェルベアリングと接する平ら

な部分にもルーブを塗ります。 

 

ステップ 4 

シャフトにもルーブを均等に塗布します。シャフ

トの六角の先端部にはルーブを塗らないでくだ

さい。（図 13 参照） 

R

11269

 

図１３ 

 

注：シリンダー後部からのミックス漏れを防ぐた

めには、シャフトシールの中央部が凸型（外側に

突き出している）になっていなければなりません。

シールの中央部が凹型(内側にへこんでいる)にな

っているときは、シールを裏返してください。 

 

ステップ 5 
ビーターのドライブシャフトをシリンダー内の

背面シェルベアリングに通し、六角の先端部をし

っかりとドライブカプリングにはめこみます。

（図１４参照） 
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図１４ 

警告：ビーターフレームを扱うときは細

心の注意を払ってください。スクレーパーブレー

ドは非常に鋭利で怪我の危険があります。 

 

ステップ 6 
ビーターフレームを取り付ける前に、スクレーパ

ーブレードに傷や磨耗がないことを確認します。

傷や磨耗があれば両方のブレードを交換します。 

 

スクレーパーブレードに問題がなければ、スクレ

ーパーブレードクリップをスクレーパーブレー

ドに取り付けます。背面スクレーパーブレードを

ビーターフレームの背面留めピンに合わせます。 

（図 15 参照） 

         

11271

 

図 15 
 
注：スクレーパーブレードは 3 ヶ月に 1 度交換し

てください。 

 

注：スクレーパーブレードの穴をピンにしっかり

と合わせてはめないと、修理に費用のかかる故障

を起こす可能性があります。 

 

ステップ 7 
背面ブレードをビーターフレームに押し付けな

がら、ビーターフレームを半分までシリンダーへ

入れます。それからフロントスクレーパーブレー

ドをフロント留めピンにはめます。（図 16 参照） 

         

11249

 

図 16 

ステップ 8 
ビーターシューを取り付けます。 

（図 17 参照） 

         

 

図 17 

ステップ 9 
ビーターフレームの残り部分をシリンダー内部

へ挿入します。 

 

ビーターフレームがしっかりと固定されるまで

回転し、ドライブシャフトに正しくはめこまれて

いることを確認します。正しくはめこまれたビー

ターフレームはシリンダー前面より前に突出す

ることがありません。（図 18 参照） 
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図 18 

 
モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 

 
 

フリーザードアの組み立て 
 

C708 と C716フリーザードアは異なります。所

有するモデルに該当する指示に従ってください 

 

モデル C708 フリーザードアの組み立て 
 
ステップ１ 
ドアガスケットをフリーザードア後部のみぞに

はめます。フロントベアリングの突縁のある側が

ドアに接するように、バッフルロッドにフロント

ベアリングを通します。ガスケットやベアリング

にはルーブを塗布しないでください。（図１９参

照） 

 

図１９ 

ステップ 2 
ドローバルブの３つのみぞに O リングをはめこ

み、ルーブを塗布します。 

（図２０参照） 
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図２０ 

 

ステップ 3 
フリーザードアバルブキャビティ上部の内側に

軽くルーブを塗布します。 

（図２１参照） 

         

 

図２１ 

 

ステップ 4 
ドローバルブをフリーザードアの上部から、ドロ

ーハンドルスロットを前方に向けて差し込みま

す。（図２２参照） 
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図２２ 

ステップ 5 
バッフルロッドをシリンダーのビーターフレー

ムに通します。フリーザードアをボルトにはめ、

長いほうを上にハンドスクリューを締めます。ド

アがしっかりと固定されるまでハンドスクリュ

ーを対角線状に交互に締めます。（図２３参照） 

         

 

図２３ 
ステップ 6 
ドローハンドルの二股に分かれた部分をドロー

バルブのみぞに合わせます。ピボットピンで固定

します。（図２４参照） 

         

 

図２４ 

注：C708 には調節可能ドローハンドルが備わっ

ており、安定した品質と経費節減を図ります。ド

ローハンドルは 10 秒間に 5~7.5 オンスの製品を

抽出するように調節します。抽出のスピードを上

げるには調節ねじを時計回りに回します。抽出の

スピードを下げるにはねじを時計と反対回りに

回します。 

 

ステップ 7 
2 枚のドリップパンを左側と背面のパネルの穴に

差し込みます。（図２５参照） 

         

 

図２５ 

ステップ 8 
ドアスパウトの下にフロントドリップトレーとは

ねよけを取り付けます。（図２６参照） 

         

 

図２６ 

 
 
モデル C716 フリーザードアの組み立て 
 
ステップ1 
フリーザードア裏側にある溝にガスケットを取り
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付けます。 

 

ステップ2 
前面ベアリングをバッフルロッドにかぶせます。

突起部をドアに押し寄せます。ガスケットやベア

リングには潤滑油を塗らないでください。 
 
ステップ3 
冷凍シリンダー内の回転棒を通してバッフルロッ

ドを取り付けます。ドアをフリーザーのボルトに

合わせ、手動ネジの長い方を上にして取り付けま

す。ドアがぴったりと閉まるように、ネジを対角

線状に締めます。 

（図２７参照） 

 

図２７ 
 
ステップ4 
3つのＯリングを各標準ドローバルブの溝にはめ

ます。HリングとＯリングを中央ドローバルブの

溝にはめます。HリングとＯリングに潤滑油を塗

ります。 

 

ステップ5 
フリーザードア放出口の上下に潤滑油を塗ります。 

 

ステップ6 
ドローバルブを下から挿入し、各ドローバルブの

スロットが見えるようになるまで押し出します。 

 

図２８ 

 
ステップ7 
調整ネジを下向けにして各ドローハンドルを位置

付けます。ドローハンドルのフォーク部分を各ド

ローバルブのスロットに、右側から通します。 

 

ステップ8 
ハンドルをドローバルブに挿入すると同時に、ピ

ボットピンを各ドローハンドルに通します。 

 

注：このフリーザーには安定した品質と経費節減

を目的とした、製品量制御を行うための調整可能

ドローハンドルが付いています。10秒間に142 

g.~213 g の製品を抽出するするようにドローハ

ンドルを調整してください。 

 

抽出のスピードを上げるには調節ねじを時計回り

に回し、抽出のスピードを下げるにはねじを時計

と反対回りに回します。 

 

ステップ9 
デザインキャップをドア放出口の先端にはめます。 

 

ステップ10 
２枚の背面ドリップトレーを背面パネルの穴に挿

入します。２枚のドリップパンを側面パネルの穴

に挿入します。 

（図29参照） 
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図２９ 

 
ステップ11 
前部ドリップトレーとはねよけをドア放出口の下

に取り付けます。（図３０参照） 

 

図３０ 

 
 

ミックスポンプの組み立て 

 

 

ステップ 1 
ポンプのゴムパーツを点検します。O リングやガ

スケットは 100%の状態でないとポンプや装置全

体の作動に影響します。傷、切れ目、または穴の

ある O リングやガスケットは本来の機能をはた

すことができません。 

 

不良パーツはただちに廃棄し新品と交換してくだ

さい。 

 

ステップ 2 
ピストンを組み立てます。ピストンのみぞに赤い

O リングをはめます。O リングにはルーブを塗布

しないでください。 

(図３１参照) 

         

 

図３１ 

ステップ 3 
ポンプハウジングの内壁留めネジ穴のある側に薄

くルーブを塗布します。 

(図３２参照) 

 

図３２ 
ステップ 4 
ピストンをポンプハウジングの留めネジ穴のある

側にはめます。(図３３参照) 

15123

 

図３３ 
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ステップ 5 
バルブキャップを組み立てます。バルブキャップ

のみぞに O リングをはめます。O リングにはルー

ブを塗らないでください。 

(図３４参照) 

         

15109

 

図３４ 

 

ステップ 6 
バルブキャップの穴に合わせてポンプバルブガス

ケットをはめます。ガスケットにはルーブを塗ら

ないでください。(図３５参照) 
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図３５ 

 

ステップ 7 
ミックス注入口アダプターの穴にバルブボディー

キャップをはめます。 

(図３６参照) 

         

 

図３６ 

ステップ 8 
ポンプハウジングにミックス注入口をはめます。

(図３７参照) 

         

 

図３７ 

アダプターをはめこむ際はポンプハウジング端の

切れ込みに合わせてください。 

 

ステップ 9 
ポンプハウジング端の穴に留めネジを通してポン

プのパーツを固定します。 

(図３８参照) 

 

図３８ 
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注：留めネジを通したときに、その上部がポンプ

の上側に位置することが必要です。 

 

ステップ 10 
ミックスフィードチューブを組み立てます。フィ

ードチューブのみぞにチェックリングをはめます。

(図３９参照) 
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図３９ 

 
ステップ 11 
フィードチューブの両端に赤い O リングをはめ、

ルーブをよく塗ります。(図４０参照) 

         

15132

 

図４０ 

ステップ 12 
殺菌のため、組み立てたポンプ、ポンプクリップ、

ロッキングピン、及びアジテーターをミックスホ

ッパーの底に置きます。 

(図４１参照) 

12166

 

図４１ 

ステップ 13 
ポンプドライブシャフトのみぞに大型の O リン

グ１つと小型の O リング２つをはめます。O リン

グとシャフトにルーブをよく塗ります。シャフト

の六角の先端部にはルーブを塗らないでください。

(図４２参照) 

         

 

図４２ 

ステップ 14 
ミックスホッパー後部壁のドライブハブに、ドラ

イブシャフトの六角の先端部を差し込みます。(図

４３参照) 

   

 

図４３ 
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注：ポンプを取り付けやすいよう、ドライブシャ

フトのボールクランクを 3 時の位置に合わせてく

ださい。 

 

モデル C716 では反対側のもう片方についても

この手順を繰り返します。 

 

殺菌 
 

ステップ 1 
7.6 リットルの湯(45 度～50 度)に洗浄殺菌剤 1 袋

を入れたものを用意します。お湯を使いメーカー

の説明書に従ってください。 

 

ステップ 2 
7.6 リットルの洗浄殺菌液をミックスホッパー底

に置いたパーツすべてにかけ、シリンダーへ注ぎ

ます。 

(図４４参照) 

         

 

図４４ 

注：以上の手順によりミックスホッパーと中のパ

ーツが殺菌されました。したがって以下の作業に

入る前に手をよく洗い消毒してください。 
 

ステップ 3 
溶液がシリンダーへ流れ込む間にホッパー底部の

ミックスレベル検出プローブ、ミックスホッパー、

ミックス注入口、ミックスポンプ、ポンプクリッ

プ、ミックスフィードチューブ、及びロッキング

ピンをよくブラシ洗浄します。 

 

ステップ 4 
ミックスホッパー後部にポンプを取り付けます。

ポンプをドライブハブに合わせるには、ピストン

のドライブホールをドライブシャフトのドライブ

クランクに合わせます。ポンプクリップをポンプ

カラーにはめてポンプを固定し、ポンプカラーの

みぞにクリップが正しくはまっていることを確認

します。(図４５参照) 

         

 

図４５ 
ステップ 5 

ミックスフィードチューブをポンプ側に

はめ、ロッキングピンで固定します。これを守ら

ないと洗浄殺菌液が吹き出し危険です。(図４６参

照) 

         

 

図４６ 

ステップ 6 
洗浄殺菌液をさらに 7.6 リットル用意します。 
 
ステップ 7 
ミックスホッパーに洗浄殺菌液を注ぎます。 
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ステップ 8 
ホッパーの露出面をブラシ洗浄します。 

 
ステップ 9 
電源スイッチをＯＮにします。 
 
ステップ 10 

WASHキー を押します。これによりシリンダー

内の溶液が撹拌されます。次の作業に進む前に

低５分間待ちます。 

 

ステップ 11 
ドアスパウトの下にバケツを置き、ドローバルブ

を開いて PUMP キー を押します。ドローバルブ

を 6 回開け閉めします。 

 

注：中央ドローバルブを少しの間開いて洗浄殺菌

液を排出します。（C716 のみ） 

 

残りの消毒溶液を排出します。 

 

ステップ 12 

WASH 及び PUMP キー を押してドローバル

ブを閉じます。(図４７参照) 

 

 

図４７ 
注：これらの手順に入る前に手をよく洗い消毒し

てください。 

 

ステップ 13 
アジテータードライブシャフトハウジングにアジ

テーターを装着します。(図４８参照) 
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図４８ 
注：通常の運転中にアジテーターの回転が止まっ

たら、手を消毒してアジテーターをアジテーター

ドライブシャフトハウジングから取り外し、洗浄

殺菌液でブラシ洗浄します。アジテーターをアジ

テータードライブシャフトハウジングに再び取り

付けます。 

 
ステップ 14 
ポンプからロッキングピンを外します。フィード

チューブの先端部をポンプに挿入します。ポンプ

放出口の管フィッティングの穴にロッキングピン

を差し込みます。 

(図４９参照) 

 

図４９ 

 
モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 
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プライミング 

 

注：プライミングの際は新鮮なミックスのみを使

用してください。 
 

ステップ 1 
ドアスパウトの下に空のバケツを置きます。9.5

リットルの新鮮なミックスをミックスホッパーに

注ぎ、シリンダーへ流れ込ませます。 

 

ステップ 2 

ドローバルブを開いて殺菌液を流し出します。新

鮮なミックスが流れ出した時点でドローバルブを

閉じます。 

 

注: 少しの間、中央のドローバルブを開き、中央

のドア放出口から残っている消毒溶液を流し出し

ます。 

 

ステップ 3 
シリンダーへミックスが泡を立てて流れ込むのが

止まったら、ミックスポンプの放出口のフィッテ

ィングからロッキングピンを外します。ミックス

フィードチューブの放出口側先端をミックスホッ

パーの注入口に差し込みます。ミックスフィード

チューブの注入口側先端をミックスポンプの放出

口のフィッティングに差し込みます。ロッキング

ピンで固定します。 

 

 

図５０ 

ステップ 4 
AUTO キー を押します。 

 

ステップ 5 
ホッパーに新鮮なミックスをたっぷりと入れ、ホ

ッパーカバーを取り付けます。 

 

モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 

毎日の終了手順 
 

この手順は 1 日に 1 度行う必要があります。 
 

熱殺菌処理サイクルの目的はシリンダーとホッパ

ー内のミックスを一定時間一定の温度に上げて殺

菌し、その後ミックスの温度を下げて製品の腐敗

を防止することです。 

 

熱殺菌処理サイクルは AUTO HEAT TIME で設定

された時刻に開始します。 

 

重要：ミックスのレベルはホッパーのミックス不

足プローブのレベルを超える必要があります(ミ

ックス不足ライトが点灯してはいけない)。 

注：BRUSH CLEAN COUNTER 表示が残り 1 日

になったらミックスを追加しないでください。装

置は 24 時間以内に分解洗浄する必要があります。 

 

フリーザーが AUTO(AUTO 記号 が点灯)または

STANDBY(STANDBY 記号 が点灯)モードでな

いと加熱サイクルが開始しません。 

 

ステップ 1 
ホッパーカバーを取り外します。 

 

以下の作業に入る前に手をよく洗い消毒してく

ださい。 
 

ステップ 2 
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ホッパーからアジテーターを取り外します。 

 

ステップ 3 
デザインキャップを外します。（C716 のみ） 

 

ステップ 4 
洗浄と殺菌のためアジテーター、ホッパーカバー、

およびデザインキャップを流しへ運びます。 

 

ステップ 5 
上記のパーツをきれいな水で洗います。 

 

ステップ 6 
洗浄殺菌液少量を用意します。アジテーターとホ

ッパーカバーをブラシ洗浄します。 

 

ステップ 7 
洗浄殺菌液少量を用意します。アジテーターとホ

ッパーカバーをブラシ殺菌します。 

 

ステップ 8 

アジテーターをアジテータードライブシャフトハ

ウジングに取り付けます。ホッパーカバーを元の

位置に取り付けます。 

 

重要：アジテーターが正しく装着されていないと

加熱サイクルに失敗し、朝にフリーザーロックす

る可能性があります。 
 

ステップ 9 
少量の洗浄殺菌液を用意します。ドアスパウトブ

ラシを洗浄殺菌液にひたし、ドアスパウトとドロ

ーバルブ下部を清掃します。 

 

注：衛生状態を保つためそれぞれのパーツを、ブ

ラシを洗浄殺菌液に頻繁にひたしながら 60 秒間

清掃してください。 

(図５１参照) 

         

 

図５１ 

ステップ 10 
全てのドリップパンを取り出し、洗浄してから再

度取り付けます。(図５２参照) 

         

 

図５２ 

ステップ 11 
清潔な殺菌済みタオルでフリーザードア、フロン

トパネル、フリーザードア下部周辺、その他湿気

や食品の付着している箇所を拭き掃除します。 

 

加熱サイクルはマネージャーメニューの AUTO 
HEAT TIME で設定されたクロックの時刻に合わ

せて開始します。 

 

加熱サイクルには、加熱、保温、冷却の３段階が

あります。 

それぞれの段階には時間制限があります。いずれ

かの段階で定められた時間内に規定温度に達しな

かった場合、加熱サイクルは自動的に解除され、

STANDBY モードに変わります。 

 

加熱サイクルが成功しなかった場合は画面にエラ

ーメッセージが表示されます。この場合製品は販
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売できない可能性があります。装置はフリーザー

ロック(ソフトロック)のため AUTO モードにはで

きません。オペレーターは HEAT キー を押して

新たに加熱サイクルに入るか WASH キー を押

して OFF モードにし、分解洗浄するかどちらかを

選択します。 

 

注：一度加熱サイクルが始まると中断はできませ

ん。ホッパーいっぱいにミックスが入っていれば、

加熱サイクルは 長で 4 時間かかる可能性があり

ます。 

加熱サイクル中に製品を出したり分解洗

浄を試みたりしないでください。製品は非常に高

温・高圧な状態にあります。 

 

加熱サイクルが終了したら装置は STANDBY モ

ードに戻ります。STANDBY 記号が点灯します。 

毎日の開始手順 
 

開始手順を行う前に画面にエラーメッセージの出

ていないことを確認してください。装置操作上の

エラーが発生していなければ、通常画面には何も

表示されません。もしもエラーを発見したら原因

を調べ、画面の指示に従ってから開始手順に進ん

でください(エラーメッセージの項参照)。 

 

 
 
セットアップ－以下の手順に従います 
 

このステップに進む前に手をよく洗い消毒して

ください。 
 

ステップ 1 
7.6 リットルの湯(45 度～50 度)に洗浄殺菌剤 1 袋

を入れたものを用意します。 

 

ステップ 2 
スパウトブラシを溶液にひたし、ドアスパウト及

びドローバルブ下部を清掃します。(図５３参照) 

 

５３参照 

注：適切な衛生状態を保つためそれぞれのパーツ

を、ブラシを頻繁に洗浄殺菌液にひたしながら 60

秒清掃してください。 

 

ステップ 3 
清潔な殺菌済みタオルでフリーザードア、フロン

トパネル、フリーザードア下部周辺、その他湿気

や食品の付着した箇所を拭き掃除します。フロン

トドリップトレーとはねよけを取り付けます。 

 

注：デザインキャップを外します。（C716 のみ） 

 

ステップ 4 
通常の運転開始の準備ができたら AUTO キー

を押します。(図５４参照) 

         

 

図５４ 

マネージャーメニューでは AUTO START 機能を

使うかどうかを選択できます。AUTO START を

選択すると装置は毎日設定された時刻に自動的に

STANDBYモードからAUTOモードに変更します。 
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注：製品の販売開始 15 分前には AUTO モードへ

入るようにしてください。 

 

 

分解洗浄 
 

この手順は必ず２週間に 1 度行ってください。 
 

該当地域の衛生法に必ず従ってく

ださい。 

 

これらの機種の分解には以下が必要です。 

 

• 洗浄・消毒用バケツ２つ 

• 洗浄/殺菌剤 

• 必要なブラシ類(装置付属のもの) 

• サービスタオル１枚 

 

シリンダーから製品を排出する 
 

ステップ 1 
ドアスパウトの下にバケツを置きドローバルブを

開きます。WASH 及び PUMP キー を押します。

(図５５参照) 

         

 

図５５ 

注：ドローバルブが閉まっているときはポンプの

使用を継続しないでください。高圧状態となり、

ドローバルブを開けた際に製品が噴出す原因とな

ります。 

ステップ 2 

シリンダーとホッパーから製品(ミックス)を流し

出します。 

 

ステップ 3 

製品が流れ出なくなったら WASH と PUMP キ

ー を押し、それぞれのモードを解除します。ド

ローバルブを閉じます。 

 

ステップ 4 
ロッキングピン、ミックスフィードチューブ、ポ

ンプクリップ、及びミックスポンプを取り外しま

す。 

 

モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 

すすぎ洗浄 
 

ステップ 1 
7.6 リットルのきれいな水をホッパーに注ぎます。

白いホッパーブラシでホッパー内壁、ミックスレ

ベル検出プローブ、及びアジテータードライブシ

ャフトハウジングの外側をブラシ洗浄します。ダ

ブルエンドブラシでミックス注入口を洗浄します。 

(図５６参照) 

         

 

図５６ 

 
注：WASH モードのときはミックス注入口の洗浄

は行わないでください。 
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ステップ 2 

ドアスパウトの下にバケツを置き WASH キー

を押して、ドローバルブを開きます。(図５７参照) 

         

 

図５７ 

ステップ 3 
フリーザードアのドローバルブを開き、ドアスパ

ウトから完全に洗浄水を流し出し、ドローバルブ

を閉じ、WASH キー を押して WASH モードを

解除します。 

 

ステップ 4 
排水が透明になるまで、同じ手順を 30 度～40 度

のぬるま湯を使い繰り返してください。 

 

モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 
 

ホッパーの洗浄 
 

ステップ 1 
7.6 リットルの湯(45 度～50 度)に洗浄殺菌剤 1 袋

を入れたものを用意します。 

 
ステップ 2 
溶液をホッパーに注ぎシリンダーへ流れ込ませま

す。 

 

ステップ 3 
白いホッパーブラシでミックスホッパー、ミック

スレベル検出プローブ、及びアジテータードライ

ブシャフトハウジングの外側を洗浄します。ダブ

ルエンドブラシでミックス注入口を洗浄します

(注：装置が WASH モードのときはミックス注入

口の洗浄は行わないでください)。 

 

ステップ 4 

WASH キー を押します。これによりシリンダー

内の洗浄殺菌液がシリンダーの内壁全体にゆきわ

たります。 

 

ステップ 5 
ドアスパウトの下に空のバケツを置きます。 

 

ステップ 6 
フリーザードアのドローバルブを開き完全に溶液

を注出します。 

 

ステップ 7 
ドアスパウトから溶液が完全に流出したら、ドロ

ーバルブを閉じ、WASH キー を押してモードを

解除します。 

 

モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 
 

分解 
 

注：以下に示すパーツの分解と洗浄・ルーブの塗

布を怠ると装置の故障につながります。これらの

パーツは 14 日に 1 度分解しないとフリーザーに

ロックがかかり、通常の運転ができなくなります。 

電源スイッチがOFFの位置にあることを

確認します。これを守らないと未固定の物体によ

る人身事故の恐れがあります。 

 

ステップ 1 
ハンドスクリュー、フリーザードア、ビーターフ

レーム、スクレーパーブレード、ドライブシャフ

ト、及びシャフトシールをシリンダーから取り外

します。 
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ステップ 2 
スクレーパーブレードからスクレーパーブレード

クリップを取り外します。 

 

ステップ 3 
ドライブシャフトからシャフトシールを取り外し

ます。 

 

ステップ 4 
ポンプシリンダーから留めピン、ミックス入口ア

ダプター、バルブキャップ、ポンプガスケット、

ピストンを取り外します。Ｏリングをピストンと

バルブキャップから外します。 

 
ステップ 5 

フリーザードアガスケット、フロントベアリング、

ピボットピン、ドローハンドル、及びドローバル

ブを取り外します。ドローバルブから３つの O リ

ングを取り外します。 

 

注：デザインキャップを外します。 

（C716 のみ） 

 

ステップ 6 
ミックスホッパー後部壁のドライブハブからポン

プドライブシャフトを取り外します。(図５８参

照) 

         

 

図５８ 

ポンプドライブシャフトから2つの小型Oリング

と１つの大型 O リングを取り外します。 

 

ステップ 7 

大サイズのＯリング１本および小サイズのＯリン

グ２本を回転シャフトの溝から取り出します。 

 

モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 
 

ステップ 8 
フロントドリップトレーとはねよけを取り外しま

す。 

 

ステップ 9 
レフト及び背面パネルから 2 つのドリップパンを

取り外します。洗浄のためシンクへ運びます。(図

５９参照) 

         

 

図５９ 

 
注：ドリップパンに多量のミックスがたまってい

る場合はシャフトシール、または O リングを交換

するか適切な量のルーブを塗布する必要がありま

す。 

 

ブラシ洗浄 
 

ステップ 1 
7.6 リットルの湯(45 度～50 度)に洗浄殺菌剤 1 袋

を入れたものを用意します。 

フリーザーに付属のブラシすべてが用意されてい

ることを確認します。 
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ステップ 2 
洗浄殺菌液ですべての分解パーツを完全に洗浄し、

すべてのルーブやミックスの皮膜を除去します。

すべてのパーツ表面と穴の中、とりわけポンプパ

ーツの穴やドローバルブの穴に注意してブラシ洗

浄してください。 

 

すべてのパーツをきれいなぬるま湯ですすぎます。

パーツを乾いた清潔な場所に置き一晩自然乾燥さ

せます。 

 

ステップ 3 
少量の洗浄殺菌液を用意します。黒ブラシでシリ

ンダー奥の背面シェルベアリングの開口部を清掃

します。（図６０参照） 

         

 

図６０ 

 
モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 
 
ステップ 4 
背面シェルブラシでホッパー背面壁のドライブハ

ブを清掃します。（図６１参照） 

         

 

図６１ 

 
モデル C716 では反対側についてもこの手順を

繰り返します。 

 
ステップ 5 
フリーザーの全表面をきれいな殺菌済みタオルで

拭き掃除します。 

    



モデル C708 ＆ C716 44 重要：オペレーターチェックリスト 

セクション 7  重要：オペレーターチェックリスト 

 

洗浄と殺菌作業 

 

常に地域の衛生基準に従ってくだ

さい。 
 
洗浄と殺菌に関する決まりは州や地域の監督機

関に従う必要があります。以下のチェックポイン

トは洗浄・殺菌作業中に特に細心の注意を払って

ください。 

洗浄と殺菌は２週間に１度行ってくださ

い。 

 

衛生管理 

 

 1． 装置を定期的に完全分解し、ブラシにより

洗浄、殺菌します。 

 

 2． フリーザーに付属のブラシすべてを用いて

完全な清掃を行います。これらのブラシは

ミックスの通る部分すべてを清掃できるよ

うに作られています。 

 

 3． 白いダブルエンドブラシを用い、ミックス

ホッパーとフリージングシリンダーの後部

をつなぐミックスフィードチューブを清掃

します。 

 

 4． 黒の背面シェルブラシを用い、フリージン

グシリンダーの奥にある背面シェルベアリ

ングとホッパー後部壁のドライブハブ開口

部を完全に清掃します。洗浄溶液をブラシ

にたっぷりつけるようにしてください。 

 

 5． 洗浄・殺菌溶液は正しく準備します。ラベ

ルに記載の取扱説明書を注意深く読んで指

示に従ってください。溶液の濃度が濃すぎ

ると部品が損傷することがあり、薄すぎる

と十分な洗浄や殺菌ができません。 

 

 6． ミックスホッパーやウォークイン冷蔵庫内

のミックスの温度は 4.4°C(40°F)以下に保

ってください。 

 

 7． 洗浄作業ではフリーザー内に残ったミック

スを排出してください。 

 

定期的なメンテナンスチェック 

 

 1． 曲がったり損傷や磨耗のあるスクレーパー

ブレードは交換します。ビーターフレーム

を取り付ける前に、スクレーパーブレード

が正しくピンに装着していることを確認し

ます。 

 

 2． 背面シェルベアリングに磨耗の兆候(背面

ドリップパンへの多量のミックスもれ)が

なく、正しく清掃されていることを確認し

ます。 

 

 3． ドライバーとタオルを用い、背面シェルベ

アリングと六角のドライブソケットを清掃

し、ルーブやミックスの残りを除去します。 

 

 4． O リングやシールに磨耗、裂け目、あるい

はゆるみがある場合は、廃棄し新品と交換

します。 

 

 5． 「組み立て」に記載の手順に従いルーブの

塗布を行います。 

 

 6． 空冷式の装置の場合はコンデンサーに異物

やくずがたまっていないか確認します。コ

ンデンサーが汚れていると冷却効率が悪く

なり、装置の能力が減退します。コンデン
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サーはソフトブラシで毎月清掃してくださ

い。ドライバーやその他金属のとがった先

端では決してフィンの間を清掃しないでく

ださい。 

 注：エアフィルターが付いている装置の場合、

月毎のスケジュールに基づいてフィルター

を掃除機で清掃することが必要です。 

 警告：コンデンサーの清掃の前には

必ず電源コードを抜いてください。これを

守らないと感電により重症を負う危険があ

ります。 

 

 7． 水冷式の装置の場合、給・配水管にねじれ

や漏れのないことを確認します。清掃やメ

ンテナンスのために装置を前後に動かす際

に、ねじれが発生することがあります。劣

化や裂け目のある給・配水管の交換は、テ

ーラーの代理店のみにより行ってください。 

 

冬期の保管 

 

冬の間閉鎖される店の場合、いくつかの予防策を

講じてフリーザーを保護する必要があります。と

りわけその建物に暖房設備がなく温度が氷点下

に下がる状態の場合は注意が必要です。 

 

電気系統の故障が起こらないよう、フリーザーの

電源コードをコンセントから抜いておきます。 

水冷式の装置の場合ホースを抜いておきます。こ

れにより給水弁のスプリングにかかる圧力を緩

和します。空気圧を利用して排出側からコンデン

サー内に残っている水を出し、自動車用のアンチ

フリーズをたっぷり注入します。これは大変重要

です。この手順に従わない場合、冷却システムに

重大で修復に費用のかかる故障が発生する可能

性があります。 

 

担当のテーラー代理店が冬季の保管サービスを提

供します。 

 

ビーターフレーム、スクレーパーブレード、ドラ

イブシャフト、フリーザードア等取り外せる部品

を包装し、乾燥した場所で保管してください。ゴ

ムの装備品やガスケットは湿気防止用紙で包ん

で保管します。すべての部品から乾燥したミック

スやルーブの残りを完全に除去し、ねずみや害虫

が寄り付かないようにしてください。 

 

すべての水が確実に除去されるよう、認可された

技師に冬期保管のための排水作業を要請すること

をお勧めします。水を完全に除去しないと凍結や

部品の破裂の恐れがあります。 
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セクション 8  トラブルシューティング 

 
問題/症状 原因 対策 参考 

ページ 

1．VFD 画面にソ

フトロックメッ

セージが出る。 

A.前回の加熱サイクル

終了から 24 時間以上

経過している。 

A. 24 時間に一度加熱サイクルにする

必要がある。フリーザーを分解洗浄

するか、新たに加熱サイクルをスタ

ートする。 

17 

  B.電源スイッチが OFF
になっている。 

B. 電源スイッチが ON でないとサイ

クルはスタートしない。分解洗浄す

るか新たに加熱サイクルをスター

トする。 

18 

  C.加熱サイクルの開始

時にフリーザーが

AUTO または

STANDBY モードにな

っていなかった。 

C.AUTO または STANDBY モードで

ないとサイクルはスタートしない。

分解洗浄するか新たに加熱サイク

ルをスタートする。 

18 

  D.ミックス切れまたは

ミックス不足状態だっ

た。 

D.ホッパー内のミックスがミックス

不足プローブのレベルを超えてい

ないとサイクルはスタートしない。

分解洗浄するか新たに加熱サイク

ルをスタートする。 

18 

 E.アジテーターが取り

付けられていない。 
E.加熱サイクルスタート前に必ずア

ジテーターを洗浄して取り付ける。

分解洗浄するか新たに加熱サイク

ルをスタートする。 

37 

  F.停電になった。 F.エラーメッセージと製品の温度を

確認する。分解洗浄するか、加熱殺

菌処理サイクルを再開する。 

23 
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問題/症状 原因 対策 参考 
ページ 

2．VFD 画面にハ

ードロックメッ

セージが出る。 

A.分解洗浄予定の日が

過ぎた。（プログラム

可能値：2～17 日間）。

A.カウンターの表示日数が 1 日にな

ったら、24 時間以内に分解洗浄す

る。 

17 

  B.シリンダーまたはホ

ッパーのサーミスター

不良。 

B.アメリコに連絡する。 --- 

3．電源が入ってい

るがコントロー

ルパネルの機能

が使えない。 

A.装置のプラグが入っ

ていない。 
A.電源プラグを壁のコンセントに差

し込む。 
--- 

B. ブレーカーが OFF
か、ヒューズが飛んだ。

B.ブレーカーを ON にするか、ヒュー

ズを交換する。 
--- 

4. 装置が機械音

を発する。 
A.シリンダーが空。 A.ポンプを分解洗浄して再設置する。 32, 34, 41 

5．製品が出ない。 A.ミックス不足。MIX 
OUT が点灯している。

A.ホッパーにミックスを追加し、

AUTO モードにする。 
36 

  B.パワースイッチが

OFF になっている。 
B.パワースイッチを ON にし、AUTO
モードにする。 

35 

  C.装置が AUTO モード

になっていない。 
C.AUTO キーを押し、装置がサイクル

オフするまで待つ。 
36 

  D.ビーターモーターの

リセットがはたらい

た。BEATER 
OVERLOAD のメッセ

ージが表示される。 

D.パワースイッチを OFF の位置に

し、リセットボタンを押す。パワー

スイッチを AUTO の位置にする。 

--- 

  E.AUTO モードでポンプ

モーターが作動しない

E.ポンプリセットボタンを押す。ドロ

ーバルブを上げたときポンプモー

ターが作動しているか確認する。 

14 

  F.ミックス注入口の凍

結。 
F.アメリコに連絡する。 --- 

  G.ミックスポンプボー

ルクランク破損。 
G.アメリコに連絡する。 --- 

  H.フィードチューブま

たはチェックリング取

り付け不良。 

H.フィードチューブとゴムのチェッ

クバンドが正しく取り付けられて

いるか確認する。 

33, 36 
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問題/症状 原因 対策 参考 
ページ 

6．製品が軟らかす

ぎる。 
A.ドローレートの設定が速

すぎる。 
A.10秒間に 142g－213gの製品が

抽出されるようにドローレート

を設定する。 

14 

7．製品が硬すぎ

る。 
A.プライミングの失敗 A.シリンダーを空にしてプライミ

ングを正しくやり直す。 
36 

  B.ミックスポンプ組み立て

不良。 
B.正しい組み立て手順に従う。 32 

  C.粘度の設定が高すぎる。 C.アメリコに連絡する。 --- 

 D.ミックス注入口の凍結。 D.アメリコに連絡する。 --- 

  E.乳脂肪がポンプ内に蓄積

している。 
E.ポンプを分解洗浄して再設置す

る。 
31, 34, 41 

8．ホッパー内のミ

ックスが冷えな

い。 

A.ホッパーカバーが正しく

セットされていない。 
A.ホッパーカバーを殺菌洗浄し、

取り付ける。 
37 

  B.アジテーターが取り付け

られていない。 
B.アジテーターを洗浄・殺菌し、

取り付ける。 
37 

  C. ホッパーの設定温度が違

う。 
C.アメリコに連絡する。 --- 

9．ホッパー内のミ

ックスが冷えす

ぎる。 

A.ホッパー温度の設定が間

違っている。 
A.アメリコに連絡する。 --- 

10．ミックス不足

及びミックス切

れプローブが働

かない。 

A.乳石が堆積している。 A. ホッパーをブラシでよく洗浄

する。 
42 

11．フリーザード

ア上部に製品が

堆積している。 

A.ドローバルブ上部 O リン

グのルーブ不足または磨

耗。 

A.十分にルーブを塗るかOリング

を交換する。 
30 

12．ドアスパウト

の下部からミッ

クスが多量にも

れる。 

A.ドローバルブ下部 O リン

グのルーブ不足または磨

耗。 

A.十分にルーブを塗るかOリング

を交換する。 
30 
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問題/症状 原因 対策 参考 
ページ 

13．ドリップパン

へ多量のミック

スが漏れる。 
  
  
  
  
  

A.ドライブシャフトシール

のルーブ不足または磨耗。

A. 十分にルーブを塗るか、シールを

交換する。 
27 

B.シャフトシールが裏返し

になっている。 
B.正しく取り付ける。 27 

C.ドライブシャフトでのル

ーブ不足。 
C.適量のルーブを塗る。 27 

D.ドライブシャフトとビー

ターフレームが逆回転し

ている。 

D.アメリコに連絡する。 --- 

E..背面シェルベアリング磨

耗。 
E.アメリコに連絡する。 --- 

F.ギアボックスのセンター

があっていない。 
F.アメリコに連絡する。 --- 

14．ドライブシャ

フトがカプリン

グから抜けな

い。 
  
  

A.ドライブカプリングにミ

ックスとルーブが堆積し

ている。 

A.背面シェルベアリング付近を定期

的にブラシ洗浄する。 
42 

B.ドライブシャフト、ドライ

ブカプリング、またはその

両方の角が磨耗している。

B.アメリコに連絡する。 --- 

C.ギアボックスのセンター

が合っていない。 
C.アメリコに連絡する。 --- 

15．シリンダーの

内壁に傷がつ

く。 
  
  
  
  

A.フロントベアリング及び

ビーターシューが磨耗し

ているかセットされてい

ない。 

A.フロントベアリングとビーターシ

ューをセットまたは交換する。 
28, 30 

B.フリーザードアのバッフ

ルロッドの破損。 
B.フリーザードアを交換する。 30 

C.ビーターピンの破損。 C.ビーターフレームを交換する。 28 

D.ビーターフレームの変形。 D.ビーターフレームを交換する。 28 

E.ギアボックスのセンター

が合っていない。 
E.アメリコに連絡する。 --- 

16．製品を抽出す

る際に「ポン」

と空気音がす

る。 
 
 

A.ドローレートの設定が速

すぎる。 
A.10 秒間に 142g－213g の製品が抽

出されるようにドローレートを設

定する。 

14 

B.ポンプが正しく組み立て

られていない。 
B.マニュアルに記載の手順に従いポ

ンプを組み立てる。 
32 

C.シリンダーのプライミン

グの失敗。 
C.シリンダーを空にしてプライミン

グをやり直す。 
36 
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セクション 9 パーツ交換スケジュール 

 
部品 ３ヶ月毎 半年毎 1 年毎 4 年毎 

ドアアッセンブリー       × 

スクレーパーブレード ×    

シャフトシール ×      

フリーザードアガスケット ×      

フロントベアリング ×      

ビーターシュー ×      

ドローバルブ O リング ×      

フィードチューブ O リング ×      

ポンプ O リング ×      

ポンプバルブガスケット ×      

フィードチューブチェック

リング 
×     

 

ポンプドライブシャフト O

リング 
×     

 

シリンダーブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

トッピングポンプブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

ドローバルブブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

ホワイトナイロンブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

背面シェルブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

ダブルエンドブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

ナイロンブラシ   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 

 

ブラシ 3 点セット   
点検し必要に

応じて交換 
最低限 
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